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寳
劔
久
俊

新
刊
紹
介

池
上
彰
英
・
寳
劔
久

俊
編『
中
国
農
村
改

革
と
農
業
産
業
化
』

（
ア
ジ
研
選
書
№
一
八
）

中
国
は
沿
海
都
市
部
を
中
心
と
し
た
工

業
化
に
よ
っ
て
、
急
速
な
経
済
成
長
を
実

現
し
て
き
た
。
そ
の
一
方
で
、
農
村
工
業

の
低
迷
と
農
業
の
低
収
益
か
ら
、
農
村
・

都
市
間
の
経
済
的
な
格
差
は
一
九
九
〇
年

代
頃
か
ら
急
速
に
拡
大
し
、
中
国
が
抱
え

る
深
刻
な
社
会
経
済
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
農
業
、
農
村
、
農
民
と
い

う
三
つ
の
「
農
」
を
め
ぐ
る
問
題
は
、「
三

農
問
題
」
と
呼
ば
れ
、
近
年
大
き
く
注
目

さ
れ
て
い
る
。
三
農
問
題
に
は
、
コ
メ
や

小
麦
な
ど
穀
物
の
販
売
価
格
の
低
迷
と
農

民
に
対
す
る
重
い
租
税
負
担
、
農
村
部
の

医
療
保
険
や
年
金
と
い
っ
た
社
会
保
障
制

度
の
未
整
備
、
増
え
続
け
る
農
村
か
ら
の

出
稼
ぎ
労
働
者
と
劣
悪
な
就
業
環
境
な
ど
、

多
面
的
で
か
つ
深
刻
な
問
題
が
数
多
く
含

ま
れ
る
。

さ
ら
に
農
村
内
部
に
も
、
裕
福
な
都
市

近
郊
農
村
も
あ
れ
ば
、
内
陸
山
間
部
の
非

常
に
貧
し
い
農
村
も
あ
る
な
ど
、
そ
の
地

域
間
格
差
は
極
め
て
大
き
く
、
村
民
間
の

人
的
関
係
や
経
済
活
動
の
あ
り
方
も
地
域

に
よ
っ
て
顕
著
に
異
な
る
。

そ
の
た
め
、
三
農
問
題
を
安
易
に
一
括

り
に
し
て
議
論
す
る
こ
と
は
、
非
常
に
危

険
で
あ
る
。
本
書
で
は
こ
の
よ
う
な
中
国

農
村
の
多
面
性
と
地
域
間
格
差
を
正
面
か

ら
受
け
止
め
、
膨
大
な
文
献
資
料
の
整
理

と
実
態
調
査
の
積
み
重
ね
か
ら
、
中
国
農

村
の
現
状
と
直
面
す
る
課
題
を
適
切
に
捉

え
る
こ
と
を
出
発
点
と
し
た
。

そ
し
て
、
一
見
変
化
が
小
さ
い
と
思
わ

れ
が
ち
な
中
国
の
農
村
部
も
、
経
済
発
展

の
深
化
と
と
も
に
、
着
実
に
変
わ
っ
て
き

て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
そ

の
ひ
と
つ
の
大
き
な
契
機
と
な
っ
た
の
が
、

中
国
政
府
の
三
農
問
題
に
対
す
る
政
策
転

換
で
あ
る
。
中
国
政
府
は
三
農
問
題
の
深

刻
化
を
受
け
、
世
紀
の
変
わ
り
目
頃
か
ら
、

新
た
な
ス
テ
ー
ジ
で
の
総
合
的
な
農
村
改

革
を
推
進
し
て
き
た
。

こ
の
総
合
的
な
改
革
と
は
、
金
融
や
財

政
、
労
働
移
動
や
土
地
管
理
等
も
含
め
た

農
村
全
体
の
総
合
的
な
構
造
調
整
で
あ
り
、

一
連
の
改
革
の
進
展
に
よ
っ
て
中
国
農
村

の
社
会
経
済
構
造
は
、
近
年
大
き
な
変
貌

を
遂
げ
て
き
て
い
る
。
こ
の
中
国
農
村
改

革
に
よ
る
農
村
変
容
の
全
体
像
を
提
示
す

る
こ
と
が
、
本
書
の
研
究
課
題
の
ひ
と
つ

で
あ
る
。

本
書
の
第
Ⅰ
部
で
は
、
現
在
の
中
国
が

直
面
す
る
農
村
改
革
の
な
か
で
、
農
業
保

護
政
策
と
農
業
財
政
の
変
容
（
第
一
章
）、

農
村
金
融
制
度
の
変
容
と
農
村
金
融
の
萎

縮
問
題
（
第
二
章
）、
戸
籍
制
度
と
農
民

工
政
策
の
転
換
（
第
三
章
）、
食
品
安
全

に
向
け
た
政
府
の
取
り
組
み
と
課
題
（
第

四
章
）
を
取
り
上
げ
て
議
論
し
て
い
る
。

そ
の
際
、
政
府
に
よ
っ
て
打
ち
出
さ
れ
た

各
種
の
政
策
を
体
系
的
に
整
理
す
る
と
と

も
に
、
そ
の
進
捗
状
況
と
課
題
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。

本
書
の
も
う
ひ
と
つ
の
研
究
課
題
は
、

農
村
改
革
の
重
要
な
構
成
要
素
で
あ
る

「
農
業
産
業
化
」
に
注
目
し
、
農
業
に
お

け
る
生
産
・
流
通
構
造
の
変
化
を
解
明
す

る
こ
と
に
あ
る
。

中
国
で
は
山
東
省
を
中
心
に
日
本
向
け

農
産
物
の
開
発
輸
出
が
広
く
展
開
さ
れ
る

な
ど
、
農
業
の
生
産
・
流
通
構
造
は

一
九
九
〇
年
代
以
降
大
き
な
変
化
を
遂
げ

て
き
た
。
冷
凍
ギ
ョ
ー
ザ
事
件
な
ど
食
品

安
全
を
め
ぐ
る
一
連
の
事
件
と
食
品
検
査

制
度
の
厳
格
化
を
受
け
、
日
本
向
け
農
産

物
輸
出
に
減
少
傾
向
も
見
ら
れ
る
一
方
で
、

東
南
ア
ジ
ア
や
韓
国
、
欧
米
向
け
の
農
産

物
輸
出
も
急
速
に
伸
び
て
き
て
い
る
。

ま
た
、
所
得
水
準
の
向
上
と
と
も
に
中

国
人
の
食
品
安
全
に
対
す
る
意
識
に
も
大

き
な
変
化
が
起
こ
り
、
中
国
国
内
市
場
で

も
、
有
機
食
品
や
緑
色
食
品
と
い
っ
た
安

心
・
安
全
が
保
証
さ
れ
る
農
産
物
へ
の
需

要
が
高
ま
っ
て
い
る
の
も
紛
れ
も
な
い
事

実
で
あ
る
。
と
く
に
二
〇
〇
八
年
に
発
生

し
た
粉
ミ
ル
ク
へ
の
メ
ラ
ミ
ン
混
入
事
件

を
契
機
に
、
食
品
安
全
が
中
国
国
内
で
よ

り
重
視
さ
れ
て
き
た
。

そ
の
よ
う
な
文
脈
の
な
か
、
中
国
で
は

「
農
業
産
業
化
」
と
呼
ば
れ
る
農
業
の
新

た
な
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
農

業
産
業
化
と
は
、「
龍
頭
企
業
」
と
呼
ば

れ
る
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
企
業
が
中
心
と
な

り
、
契
約
農
業
や
産
地
化
を
通
じ
て
農
家

や
農
村
と
の
連
携
を
強
化
す
る
こ
と
で
あ

る
。
そ
れ
と
と
も
に
、
龍
頭
企
業
と
農
家

と
の
間
を
仲
介
す
る
「
農
民
専
業
合
作
組

織
」
と
呼
ば
れ
る
農
業
協
同
組
合
が
近
年

盛
ん
に
設
立
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な

イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
農
業
利
益

の
向
上
と
農
村
振
興
の
強
化
は
、
今
や
中

国
全
土
へ
の
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。

本
書
の
第
二
部
で
は
こ
の
「
農
業
産
業

化
」
を
テ
ー
マ
に
分
析
を
行
う
。
第
五
章

で
は
中
国
に
お
け
る
農
業
生
産
の
構
造
的

変
化
と
都
市
住
民
の
食
生
活
の
変
化
を
概

説
し
た
う
え
で
、
農
産
物
流
通
シ
ス
テ
ム

の
変
容
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
し
て
第
六

章
で
は
、
農
業
産
業
化
の
重
要
な
ア
ク

タ
ー
で
あ
る
龍
頭
企
業
に
注
目
し
、
龍
頭

企
業
と
農
家
と
の
取
引
形
態
の
現
状
と
課

題
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

続
く
第
七
章
と
第
八
章
は
、
と
も
に
農

民
専
業
合
作
組
織
を
分
析
対
象
と
す
る
が
、

第
七
章
で
は
農
民
組
織
の
基
本
的
特
徴
の

整
理
と
実
際
の
経
済
的
機
能
、
第
八
章
で

は
農
民
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
に
注
目
し
、
農

業
産
業
化
の
な
か
で
の
農
民
組
織
の
社
会

経
済
的
意
義
を
詳
細
に
分
析
す
る
。

本
書
を
き
っ
か
け
に
、
よ
り
多
く
の

方
々
が
中
国
の
三
農
問
題
に
興
味
を
持
ち
、

中
国
農
村
の
実
態
に
対
す
る
理
解
を
深
め

て
く
れ
れ
ば
、
編
者
と
し
て
こ
れ
以
上
の

喜
び
は
な
い
。

（
ほ
う
け
ん　

ひ
さ
と
し
／
ア
ジ
ア
経

済
研
究
所
開
発
戦
略
研
究
グ
ル
ー
プ
）
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